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発表内容 〔目的〕 

レジオネラ属菌は重篤な肺炎等を引き起こすレジオネラ症の原因菌で

あり、近年レジオネラ症は全国的に増加傾向にある。レジオネラ・ニュー

モフィラ（Legionella pneumophila）を代表とするレジオネラ属菌は土壌

や川などの自然界だけでなく、ヒトの生活環境である循環式浴槽や冷却塔

などに生息し感染源となっているおそれがある。福井県では入浴施設にお

けるレジオネラ症の発生予防対策として、基本的に年 1 回以上の浴槽水の

自主検査を各施設に求めており、一部の施設について浴槽水の行政検査を

行ってきた。今回、平成 27 年から 29 年にかけて福井県内における旅館や

公衆浴場等の入浴施設から採取した浴槽水について、レジオネラ属菌検査

の結果をまとめた。 

〔材料・方法〕 

平成 27年 8月から 29年 9月に福井県嶺北地区の旅館および公衆浴場に

おいて、各管轄健康福祉センターが残留塩素濃度を測定し採水した浴槽水

92 検体を検査材料とした。分離培養検査は「新版レジオネラ症防止指針」

に準じて採水当日速やかに実施した。すなわち、浴槽水 500mL をメンブレ

ンフィルターによるろ過濃縮法で 100 倍濃縮し、熱処理ののち 100μL分を

WYO-α寒天培地に塗布し、37℃の湿潤箱で培養 7 日目のレジオネラ属菌様

コロニーを計測し、菌数を算定した。培養 3～7日目にレジオネラ属菌様コ

ロニーを釣菌し、B-CYEα寒天培地と血液寒天培地での培養 2日後に B-CYE

α寒天培地にのみ発育したグラム陰性桿菌をレジオネラ属菌と同定した。

さらに、PCR 法により、レジオネラ属菌特異的遺伝子および L.pneumophila

特異的遺伝子を検査し、菌種等同定の参考とした。また、市販の抗血清（デ

ンカ生研）により血清型を決定した。 

〔結果・考察〕 

92 検体のうち、レジオネラ属菌が検出されたのは平成 27 年が 9/30 検体

（陽性率 30.0%）、平成 28 年が 15/30 検体（陽性率 50.0%）、平成 29 年が

11/32 検体（陽性率 34.4%）で計 35 検体であった。3 年間を通しての陽性



率は 38.0%であった。平成 27 年からは、自主検査結果の報告状況を参考に、

より管理不徹底な可能性の高い施設等を優先的に検査するようになり、陽

性率がほぼ倍増した。また、検出菌数の分布は年による変動はそれほどみ

られず、最大値は 56,000CFU/100mL であった（陽性検体での平均

2,880CFU/100ｍL）。また、レジオネラ属菌陽性となった 35 検体由来の菌株

は、全て PCR 法により L.pneumophila と同定された。これらの菌株の血清

群で最も多かったのは L.pneumophila 血清群（serum group：以下 SG）1（13

株）であり、次いで SG5（11 株）、SG6（9 株）と続いた。なお、同一検体

から複数の血清群が検出されたのは、15検体（42.9％）であった。残留塩

素濃度が 0.2ppm 未満の検体の 73.3%はレジオネラ属菌陽性であり、0.2ppm

以上の検体の 84.2%はレジオネラ属菌陰性であった。このことより、行政

指導等の基準として用いられる残留塩素濃度（0.2～0.4ppm）の有効性が改

めて確認された。一方、92 検体のうち 23.9%にあたる 22検体の残留塩素濃

度は 1.0ppm 以上であったが、レジオネラ属菌が陽性となる検体も見られ

た。 

 


